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掴 本色彩学会関東支部 ・ 国立新美術館共催　公開シ ンポ ジウム報告

色で 結ぶ美術と科学

高橋 みの り（K カラ
ー

ラボラ トリ ，関東支部）

　 2006 年 12月 16日 （土）｝3 ：30 −17 ：00 ．日本色彩

学会関東支 部と国立新美術館共催 に よ る 公開 シ ン ポ

ジウム 「色で結ぶ美術 と科学」が国立新美術館 （東京
・

六 本木）に て 開催 され た ．こ の シ ン ポ ジ ウム は 1

2007 年 1月21 日に新たに開館とな っ た同美術館の

開館 ブ リイ ベ ン トの
一

環で もあ っ た．前面を覆うガラ

ス カー
テ ン ウォ

ー
ルが美しい曲線を描く新 美術館 は 、

黒川紀章氏の設計による ．広 々としたモ ダ ン な建造物

の館 内 をエ スカ レタ
ー

で 3階ま で 登 り 1天井が高 く，

木 の 香 りの 残る 真新 し い 講堂に ，色彩学会員 79 名 ，
一

般参加者57 名の 計 136 名が集 い ，講演 に耳 を傾 け

た ．（本年 5月 には ，こ の新美術館を会場と して ．第38

回 日 本色彩学会全 国大会が開催さ れ る 予定 で ある ．）

　 講演に先立ち ，新美術館館長の林 田英樹氏よ りこ｝挨

拶をいただいた ．国立新美術館は 1 第5番目の国立美

術 館となる ．設立 の 背景 と して ，こ れ まで は日本独特

の公募展 を東京都の美術館で開催 していた が、国と し

て しっ か りした設備を用意して欲しい とい う強い要望

があ っ たとの こ と ．独自の コ レク シ ョ ン を持たず 公

募 団体展 ，自主企画 展 ，新聞社や他の美術館との 共催

によ る展 覧会な ど国内最大級の 展示 ス ペ ース （］4 ，
　 　 　 o

OOOm 」
）を生か した多彩な展覧会の開催と、美術に関

す る情報 ・資料の収集 ・公開 ・提供、教育普及 など ア

ー
トセ ン タ

ー
と し て の 役害1」を 果 た す 1新 しい タ イ プ の

美術館を目指 した新美術館 の活動 に つ い て 説明され

た 、

　 シ ン ポジウム は，北畠耀先生 （文化女子大学名誉教

授）による こ講演 「色彩絵画の彩色 技法」な らびに小林

光夫先生 （電気通信大学名誉教授／国立新美術館客員

研究員／ K カ ラ
ー

ラボラ トリ）による こ 講演 「科学の眼

で観る絵画 の色彩」の 2件の基調講演 と，パ ネルデ ィ

ス カ ッ シ ョ ン との 2部で 構成さ れ た 、休憩 を は さ ん で

の パネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 「美術と色彩 と科学と」で

は ，色彩 を通 じて 美術 と科学に関わ りの ある 5名の 研

究者 ，長谷川隆行氏 〔凸版印刷株式会社），室 屋泰 三 氏

匚 一皿一　 　 　 　
一．．

　 　 5B

（国立 新美術館），浅

野 智子 氏 （国立 新美

術 館），井上 征 矢氏

（筑 波 技術 大 学 ），粟

野 日ヨ美 氏 （東 京 造 形

大学）にそ れぞ れ 小

講演 をい ただ い た あ

と，鈴木卓治氏 （国 立

歴史民 俗博物館）を

司会 に迎 え ，基 調 講

演 者 を交 え た 8名 の

パ ネ リス トに よ D ，

美術 に と っ て 科学 ・

・萼礪 广
　 』
灘 舅 黼

．
灘

漁．・魑 幽 ■

林田英樹 国立新美術館館長

技術は役に立 つ の か，役に 立 て る に は ど うす れば良い

のかなど ，芙術と科学 を結ぶ新 しい視点につ いて 議論

がお こ なわれた ．

　以降に講演内容の 概要とパネルディ ス カ ッ シ ョ ンの

抄録を載ぜる．

1　 基調講演

1．色彩絵画の 彩色 技法

　　　　　　　　　 北 畠耀 （文化女子大学名誉教授）

　豊 富な ス ラ イドととも に数々 の エ ピソ ードを交え ，

色 彩画家を中心 に絵画の 歴史をたどる ご 講演であ っ

た ．

1）絵画 における内容構想 力と表現方 法 の 相互性 ：主

　 題 ，構図 ，描法 1色と形の 配置 ，対比 関係な どにつ

　 いて，J．　 E、ミレ
ー

ス 「オ フ ィ
ー

リア」を例 に解説さ

　 れた ．

2）色彩美術史 ・寸描 1 （ル ネン サ ン ス
ー］9 世紀 前

　 半 ）：レオナ ル ド
・
ダ

・
ヴィ ン チ 1 ミケ ラ ン ジ ェ ロ 、

　 ラ フ ァ エ ロ
1 ア ン グル ，ドラク ロ アが紹介された ，

3）カ メ ラオブス キ ュ ラと遠近法，複製術
・
写真術の開

　 発 による絵画史 へ の 影響に つ い て ：カメ ラ オ ブ ス
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　 キ ュ ラ を画家が取 り入れ ，遠近法の た め の道具と し

　 て 使用 した，たとえば フ ェ ル メ
ー

ルは ，積極的 に利

　 用 した （「画家のア トリエ 」1666 年は
一
例），複製術

　 は ，グ
ー

テ ン プル グが印刷術を発明 して以来普及す

　 る，超絶技巧の作家がた くさん存在 した 〔H グ レヴ

　 ドン な ど）．写真の登場 によ り美術史が大揺れとな

　 る ．見事な風景写真をみ て画家が写真家に転向 した

　 り，肖像画 家にと っ て写真 は圧力 とな っ た り し た ．

　
一
方 ，写真を大い に活用した画家も多い ．た とえば，

　 ア ングルの 「泉」はナダー
ル の写 真をも とに描かれ

　 た．

4 ）色彩学 ・色彩調和論と画家の色彩発想法の 関連につ

　 い て ：色の ア リス トテ レス説は 1 ゲ
ー

テまで受 け継

　 がれ る ．ゲーテ に な っ て 心理的要素を加えた解釈が

　 される ようにな っ た ，マ ンセルも色彩調和論を語り，

　 バ ラ ン ス の い い 色 の 組み合わぜ に つ い て 述 べ て い

　 る ．ロ バー
ト
・
ドア は プル ー ・ベ ース イ エ ロ

ー・ベ

　
ー

ス に基 づ く調和論を提唱 した ，

5）19 世紀にお けるチ ュ
ーブ絵具 の 出現 ，新色材の 開

　 発 による色彩絵画の新 しい表現 につ い て ：チ ュ
ーブ

　 絵具の 出現により，印象派以降，外光派が登場する ，

　 新 しい 顔料の開発により．カ ドミ ウム 系など ，鮮や

　 かな色が使われ るようになる．画材も美術史の 転換

　 に
一

役買っ て いる ．

6 ）色彩美術史 ・寸描2 （19世紀後半 ・印象派一後期印象

　 派）：モネ ，スー
ブ シニ ャ ッ ク，ゴ ッ ホが紹介された，

7 ）マ テ ィ ス （1869 −1954 ）の 色使い （初期
一
フ ォ

ーヴ

　 ィ ス ム 埓代
一
中期 一後期 一晩年）：各時代を代表する

　 作 品をもとに ．色使いの特徴が説明された．マ テ ィ

　 ス は シ ニ ャ ッ ク と交友があ っ たが ，最終的 には彼の

　 理論に 同調で ぎなか っ た （初期）．類縁性を保ちな が

　 ら対比 に至 るグラ デ
ー

シ ョ ン を巧 みに取 り入れた

新装の講堂と聴衆

　 （申期）．作品制 作のプ ロ セス を残 してお り，理論的

　 に組 み 立 て て い た こ と が わ か る （後期 ），切 り絵は最

　 晩年の遊びの世 界である ．

8 ）マ テ ィス 「赤い 部屋」の 彩色技法を読み解 く ：こ の絵

　 は記念碑的大作である　マ テ ィ ス を知る うえ で の 好

　 著 「画家のノ
ー

ト」に明晰な文章で ，「平 らな平面の

　 上 に作曲家が和音を置 くように構成 したか っ た」と

　 記 されて い る，赤と緑の間 に黄をうま く配置 して結

　 びつ けて い る ，

9）色彩美術史 〔20 世紀）：ヴ ァ ザル 1丿，ゲル ス トナ
ー．

　 フ ラ ン シ ス が紹介さ れ た ．

L＿一 一］ 5gL 一

2 ．科学の眼で観る絵画の色彩

　　 小林光夫 （電気通信大学名誉教授／国立新美術館

　　　　　　　　　客員研究員／ Kカラ
ー

ラボラ トリ）

　絵を鑑賞するとき科学の力を借 りるとどの ような こ

とが見えるか ，を主題 とする ご講演であっ た．画像の 色

彩を扱 うため に独自に開発された ソ フ トウ ェ ア を使 っ

て ，著名な画家の い くつ か の 作品 の 色彩的な特徴を見

て い くこ とにより，とくに色の種類と色の配置か ら何が

見えるかを，一般の方にもわかりやすく解説された，

1）絵画における色 の 役割 ：絵画の 構図と配色 の も とと

　 なる造形要素は ，大まかに呂えば，色、形，マ チ エ ー

　 ル （絵肌）であ り，こ れ らは ，ど の よ うな色が画面 の

　 ど こ に存在す るか ，すなわち ，色の種類と色 の 配置

　 によ っ て 捉える こ とができる ，（形 は色の違い によ っ

　 て、マ チ エー
ルは色の細か い変化によ っ て わかる．）

2）色 を測 る ：
一

般の聴講者向けに 色票系と測色系に

　 つ い て ，3次元 の色空間の動画を用いたわか りやす

　 い 説 明が あ っ た ．最後に ，実 際の 油絵 の 具の測色値

　 デ
ー

タを使 っ て ，絵の具 の 色を ，最明色の 軌跡とと

　 も に CIELUV 色空 間で いろ いろな角度 から見せ て し、

　 ただ い た．緑 や青の 絵の 具 に 自を少 しつ つ 混ぜて い

　 くと ，は じめ は彩度が高くな りそのあとで彩度が低

　 くな り白に近づ くとか ，黄か ら赤 にかけて鮮や か な

　 色が出るが緑や紫は鮮やかな色が出ないなど，興味

　 深い 事実を知る こ とができた．

3 ）絵画の色彩分析 ：主 に近代の著名な画家の い くつ か

　 の作品につ い て ，色彩分析ソ フ トウ ェ ア を用い て 分

　 析 した結果の画像を映しながら解説された ，

　〔a）明暗画家か 色彩画家か
「
モ ネ とゴ ッ ホの絵 の色の

　　 色味を無 くして （彩度をゼ ロ に して ）明度の みの

　　 画像に して 比較 してみ る．有名なモネの 「印象 ・

　　 日の 出」で は ，色 味が無 くなる と太陽が消 えて し

　　　　　　　　　　　　　　　1
N 工工
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　　　ま う．ところが ，別の モ ネ の 絵で は，色味が無く

　　 な っ て も遠近感 が保たれ て い る の に対 して 、ゴ ッ

　　 ホの絵はぼやけて しま っ た ．いちがいに明暗画家

　　 か色彩画家かは判断で きない こ とがわか っ た ，

　 （b）色空 間に おける色の分布か ら見える こ と ：ゴ ッ ホ

　　 の夜の絵「夜のカ フ ェ テ ラ ス」と昼 の絵「黄色い家」

　　 の 色 の 分布を色空 間で比較 してみる と、意外な こ

　　　とに ，夜の絵の方 が彩度の高い色が使われ て いる

　　　こ とがわか っ た．さらに，マ チス とピカソ （ほぼ

　　 同時代を生き ，美 術界 に大ぎな影響を与えた）に

　　 つ い て同 じモ チ
ー

フ の 絵を数対選ん で そ の 色使

　　 い を色空問で見た ．そ れぞれの色彩 的特徴が色空

　　 間上の色分布と い う形 で 客観的 に 可 視化さ れ ，比

　　 較で きた ，マ チ ス の 絵はピカソ の絵に比 べ ，色の

　　 分布が広 が っ てい て 多 彩な色 が使われ て い る こ

　　 とがわか っ た，

　 〔C ）モ ザイ ク化と その利用例 、画面 を適当な数の格子

　　 に 分割 し，そ の 小 区画の色を区画の中 で最も多い

　　 色 （主要色 ）で 置き換え て モ ザ イク画像を つ くる

　　 こ とによ り，余計な色が含まれず ，色の分布か ら

　　 特徴をつ かみ やすくな る．モ ザ イク化を利用 して ，

　　 マ チスの切 り絵 を見る と，明度の 変化で はな く，

　　 主 に色相の 変化を使 っ て描かれて い ることがわか

　　 っ た．

　（d）画面における色の配置か ら見え る こ と ：開発さ れ

　　 た ソ フ トウ ェ ア では 、色空間で色の範囲を指定す

　　 る と，画面のその色の部分だけを取 り出ぜ る ため ．

　　 画面 における色の 配置を見る こ とができる ．画面

　　 上 の 配置 か ら，色の バ ラ ン ス が論 じられた ．マ チ

　　 ス の 「赤い室内」で は ，赤 と緑 を合わ せた部分の

　　 重心 と，黄 と青を合わせた部分の 重心がそれぞれ

　　 絵の 中心 に くる こ と か ら，反 対色同士をまとめる

　　 とバランス している ことがわか っ た ．

　（e ）絵画の色彩設計 ：マ チ ス の 静物画 に は ，色のアイ

　　 デ ィ ア を記 した設計図があ り，ヴ ァ ザル リは ，色

　　 と形の基本要素を使 っ て 絵の設計図（プ目 グ ラ ム）

　　 を書い た ，多くの 画家は，意識的にぜよ無意識的

　　 に せ よ ，各自の 美的判断に基 づ く構 図や配色 の 文

　　 法に従 っ て描い て いると思われる ，

4 ）色を扱 うとき の 問 題 点 ：絵の 色を 分析する と ぎに直

　 面する問題として ，次の 3点につ いて注意があ っ た ．

　（a）原画 と複製 はど う違 うのか ：ゴ ッ ホの 「糸杉と星

　　 の見える道」の 原画と複製 3点の 色分布を比較す

　　 ると，複製はコ ン トラス トを強 調 して いる ものが

L＝ 一．　 一　　 ＝＝＝：77 ：：：1

　 多い ことがわか っ た 「

（b）原画を写真撮影す る と き ，普通 の デ ジタ ル カ メ ラ

　 で も正 しい色が撮れるの か ：無彩色を含むカラ
ー

　 チ ャ
ー

トを同時に撮影 して お くと 、カ メ ラの RGB

　 値から測色値へ の変換法が わ かれば，撮 影画像を

　 正 しい色に補正する こ とがで きる ．

（c）デジタルカメラやスキ ャ ナなど，機械で画像を取

　 り込むときの解像度は高けれ ばよいか ：解像度が

　 高ければよいというわ けで はな い 網点印刷の例

　 から，人閭の視力や 目的に合わせた適切な精度が

　 求め られる こ とがわか っ た ，

左から室屋氏，浅野氏，井上氏，長谷川氏，粟野氏，北畠氏，

小林氏 ，鈴木氏 （司会）

9　パネルデ ィ ス カ ッ シ ョ ン 「美術と色彩と科学と」

　　（小講演の部）

　　 1．測色値に基づ く絵画のア
ーカイブ

　　　　　　　長谷川隆行 （凸版印刷株式会社総合研究所）

　　　測色値に基づ く絵画画像のア
ー

カイブ の 効果を検証

　　した実験例の 紹介と と も に，ア ー
カイ ブのあ D 方 が考

　　察された 、

　　1）絵画画像 のア
ー

カイ ブ ：ア
ー

カイ ブされた画像デ
ー

　　　 タは ．Web ペ ージ や 図録に よ る 公 開 ，作品研 究 「将

　　　 来的の 修復作業に備えた現状記録な どとして使 用さ

　　　 れる ，いすれ の ケ
ー

ス に お い て も ，伝達される色彩

　　　 は実物に対して 可能 な 限 り 正確 である こ とが要求さ

　　　 れる ．

　　　従来のア
ー

カイ ブは フ ィ ルムのデジ タルスキャ ンに

　　よるも の が主流で あ っ たが，今後はデジタルカメラ に

　　よる撮影に推移 してい くことが予想される，

　　2）測色値に基 づ く画像の 色再現 ：測色的色再現手法と

　　　 して メタ マ 推定法がある，画家が作品を制作すると

60 ［⊥
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．．
一

き に使月 して い た照明 を特定す る ことができれば，

この手法を用いて ，その画家が制作時に晃て いたで

あ ろう色彩を予測 し、再現 する ことも可能 になる ，

東京 国 立近代美術館所蔵 の 油彩 画 3作 品 をデジタ ル

カ メ ラにて撮影し、評価実験を行 っ た結果 ，カメ ラ

の 標準設定 で 得られる色再現と比較して ，明らか に

作品実物との 色の
一

致度が高い こ とが確認された．

2 ．絵画の色彩変化の計量の試み

　　　　　　　　　　　　 室屋泰三 （国立新美術館）

　数琿工 学を用い て ，絵画の色彩変化の計量を試み る

研究が紹介された

1）給 画画像の色 変化 の計舅 ：絵画画 像の画面 上 には ，

　 構図など に よるおおまわ、な色の変化と，タ ッ チなど

　 の微細な色 の変化 が存在 し，それらによ っ て 作品が

　 表現され る．色 の 変化を画面上 の 変化の 大きさ （波

　 長）と色空 問における変化の強さ （色 差）の 2 つ の軸

　 で 測る ．画面 上 の 色変化が細か くな る に つ れ て 色変

　 化の 強さも小さくなるのであれば，その部分は滑 ら

　 かな表現 がされてい る こ とになる ．逆に，色変化が

　 細か くなる に つ れ て色変化の強さが大ぎ くなる の で

　 あれば ，そ の 部分は強い タ ッ チや点描による表現 に

　 対応する

2）計量の手法 、画面上 にはいろいろなと こ ろに色差が

　 あるが ．その なか で もまず意識される の は ，色差が

　 大きなと ころであると考え られる ．そ こ で画面分割

　 し，分害1」された部分 こ とに平均色 を求め ，そ の 平均

　 色の 差が最大となるような分割を探す．分害1」された

　 領域の寸法を測る こ とにより画面上 の 色変化 の 大 ぎ

　 さを求め ，分割された隣接領域の 平均色の差を色変

　 化の強さとする ，

　最後に 1色彩変化の計量の例 と して パウル
・
ク レ

ー

の 「1」ズミカルなもの」（1930 年）に対する分析結果が

紹介さ れ た ．

3 ，絵 画の色彩研究に対する美術史的な ア ブ 囗 一チ の

　 可能性

　　 　　 　　 　　　 　　 　 浅野智子 （国立新美術館）

　絵画作品の 構成要素 として の 色彩に対する美術史的

な取 り組みの 一例として，戦時期の 日本近代絵画の色

彩傾向 と美術画材資材統制法令 の公布との 関連性が挙

げられた ．

1）戦時下の美術製作資材統制と絵画 の色彩
1
戦 時期 の

　 絵画作 品には，黒や褐色 を多用 した 暗く重いもの が
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　 多い ，こ うした色彩 的傾向の要 囚 として 戦時下の

　 画材統制の影響を指摘 した迫内氏の研究事例 （「戦

　 時下 にお ける美術製作資材統制 団体 につ いて」，近

　代絵画 13 号 ，2004 年 12 月 、pp．］04 −127 ）が紹

　 介された ．］940 年 7月に画材の使用制限 と絵具の

　 等級別による配給制度が適用され るようにな っ た

　 迫内氏は 、当時の 戦争画に茶系やグ レー系の モ ノ ク

　 ロ
ー

ム風の作品が多い背景 のひと つ と して ，こ の戦

　 時下 の画材統制の影響を明快に指摘 し，絵画 の 色彩

　 の決定要因 として 社会的背景 へ の視点の重要性を再

　 認識させた ．

2）美術史研究 にお ける色彩分析の 可能性 ：特定 の 時代

　 や地域 で制作された絵画の色彩 に焦点を当て ること

　 によ り，その相違や傾向か ら新たな美術史の視点を

　 獲得する こ とが期待される ．また ，絵画鑑賞や展示

　 と い っ た視点か らは，画面の 中で 色彩の 効果や特1生

　 が最も反映され て いる箇所を効果 的に演出すること

　 に よ り 1 作 品 理 解 に 適 した展 示 空 間 の 創出が 可 能 と

　 なるかも しれな い ，

4 ．絵画 の鑑賞構造に関す る 国際比較研究一
日中韓に

　 おける絵画の好感度評価の比較

　　　　　　　井上征矢 （筑波技術大学産業技 術学部）

　絵画の鑑賞に関わる感性評価構造 の国際比較 を目的

と して ，日本 ，中国 ，韓国 に お い て ア ン ケート調査 を実

施された．その結果の
一

部が報告 された ，

D ア ン ケ
ー

ト調査 ：調査対象作品は，筑波大 学人間総

　 合科学研究科芸術学専攻学生による油彩 画 4 作品 ．

　 調査対象者は 、つ くば美術館における筑波大学人間

　 総合科学研究科芸術学専攻学生 に よ る 「DC 展」来場

　 者 ，中国美術学院大学生 ，な らび に漢城大学学生で

　 あ っ た

2 ）調査結果 ．4 作品に対する好感度 「好きな一好き で

　 な い 」の 評価 に つ い て ，平 均値で 3 力 国 を 比 較 し た

　 結果 ，日本で最も評価が高い作品が中国では最も低

　 く、逆に Eヨ本で 最も評価が低い 作品が韓国 で は最も

　 高 い 結果 とな り，各国で好 感度順位 に差 異が出た ．

　 また ，「（美術作 品全般にお い て ）どのよ うな作品 が

　 好きか ？」と い う質問に対する記 述を内容月1」に分類

　 したと こ ろ ，日本で は制作の 「技術」，「工夫」．「熱意」

　 に関する記述が ，中国で は 「美 しさ」，「感動」，「奥深

　 さ」に関する記述が ，そ して韓国では具体的な 「作家

　 名」，「作品名」に関する記述が多か っ た．
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5 ，デジタル色彩学 の教育実践
一

報告3

　　　　　　　　　　　　 粟野由美 （東京造形大学）

　東京造形大学にお いて 粟野氏 が実践 してい る色彩

学 ，造形心理学 ，デザ イン実習 と コ ン ピ ュ
ータ演習を

重層化したデジタル色彩学の授業内容，およびそれを

支える哲学が述 べ られた ．

1）デジ タ ル ・カ ラー
演習 ：デ ジタ ル に体系化さ れ て ぎ

　 た色彩学 は，コ ンピ ュ
ー

タの基礎教 育と相性 がよい

　 こ とか ら 色彩学とコ ン ピ ュ
ータ演習 （デザイン系

　 の学生 にとっ て表現の道具 と しての コ ン ピ ュ
ー

タを

　 理解す る）を重 ね合わせた授業が構成された ．前期

　 は色彩学 ・
コ ン ピ ュ

ー
タ演習 ともにフィ ジカル面を ．

　 後期はメ ン タル面 を鍛える構成 で ある ．心理 学に つ

　 い て も前期に知覚 ・
認 知を，後期は 感情表現 に 言及

　 して いる ．配色演習の課題例として 次が紹介された、

　 48 の 形容詞 に 対し て 自分の カ ラ
ー

パ レ ッ トを作成

　 し，客観的にみてみる ，パレ ッ ト作成にあた っ ては，

　 教科書 に載 っ て い るか ら正 しい と い うので はな く，

　 本当にそ う思 うかを 自分に問いか けて 正 して みるよ

　 う指導されて い る ．

2 ）科学 と芸術 ．指導を支える哲学 と して次のように述

　 べ られ た，科学 は結果 をは っ き りと示す こ とが で き

　 る．示 されたもの に対して次につ ながるその道筋が

　 わかる ，それ に対 して ，芸術は方法論 で はな く思考

　 方法 だと思 う．科学 に対して ．芸術とい う思考方法

　 は ，圧倒的な結果 を示すと い うよ りは ．そ こは本当

　 に そ うな の か ．そ うは嵩 い 切 れな い の で はな い か ，

　 と い うあ い まい さを拾 っ て ，ほ こ ろ びを見 つ けて 示

　 す手段 だ と 思 う，コ ン ピ ュ
ー

タ を道具 と して 使 い こ

　 なす こ との意味は ，画家がなぜ筆 で 絵を描くかとか，

　 なぜ こ の 色を使うかと い うこ と，とつ なが っ て い る、

　 コ ン ピ ュ
ー

タを使うことの意 味を ，作 り手 自身 が深

　 く考え る機会 にな る こ とを期待 して ，日々迷 いなが

　 ら教壇 に 立 っ て い る

（デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の部）

鈴木　まず．北畠先生と小 林先生 に 5 人の方の お話を

　聴かれた印象 を
一

言 ず つ 伺 っ て ，始め た い と思 い ま

　す．

北畠　科 学と 芸 術 は ，元 は 一
体 で ，ギ リ シ ャ か ら 続 い

　てきたものが ，近代
・
現代 にな っ て道 分れを して ，と

　くに科学の方が細分化を して い く，その知の探求の

　結果 と して 瑣末なと こ ろ ま で 迷い 込ん で し ま っ たけ

　れ ども ，その反省がきて いるの であろ うか と．芸術

　 と科学 の融合 は人 間の意識の進化上必然的 に結 びつ

　 くこ とを求めざるをえな い と思い ます．み なさんそ

　の思いがどこか にあ りなが ら，個別 にそ れぞれの立

　場で 努力をなさ っ て い る の ですけれども，こ うい う

　場で議論すべ ぎ は ，もうひとつ 大ぎな ところか らの

　視点を どう構えるか ，科学と芸術の 共振の状況とい

　う 巨視的 な 問題 を 考 え な ければ い け な い の か な と い

　う印象を うけま した ．

小林　まずはい ろ い ろな角度があ っ て，「何のために」

　 をどこまで言 っ て いいのか とい うこ とがある ，本 当

　に役に立たなけれ ばいけな い の か ，役に立た な くて

　 もいいのか ．5人 の方のお話か らひと つ そ うい う見

　方が で きるかと思 い ま した 「自分 が して い る こ とは

　どうい う位置づ けにあるの かと、科学も芸術もそ う

　いう問い合わせが常に自分のなかにな い と い けな い

　か と ，そ う い う こ と を感 じ ま した ．

鈴木　話 は発散 して いて ，どうい うふ うに まとめ よ う

　か と パ ニ ッ ク して い る の で すけ れども ，な んとか ，

　北畠先生 のお っ しゃ っ た芸術と色 と科学の共振 を こ

　の短い 時間で つ くりたい と思 ⊃ て い ます．それでは，

　おひと りず つ 伺 っ ていきたいと思い ます，

長谷川　色 を合わせる とい う こ とを つ き つ め て いるの

　です けれども 、や は り完全には再現 しきれな い こと

　を痛感 して います．作品が も っ て い る表情で すとか ，

　単純に数字だけ で は置ぎ換え られな い何か ，そ うい

　 うもの をさ らに つ き つ め て再現 しよ う，記録 しよう

　と考え て い くとき に ，今 の 技術 だけ で は上手 くい か

　な い と こ ろ がど うして もあ る ．そ うい うと こ ろ で の

　技術面
・ソ フ ト面 で の さ ら なる発展 を 期待 し つ つ 研

　究を進 め て います、

室屋　数理工 学と い う立場で 研究を して い て ，数学を

　使うと 正 しそ うにみえるのだ けれ ど も ，あ る数学の

　理論 を使 っ て結果 を出 した と して ，そ れを額面 どお

　り に受けと め て い い か と い うと，そ うで はな い とう

　い うこ とが経験的にわか っ てぎて い ます．色彩と美

　術作品を分析する立場で すと，デジタル化 してそ の

　数字を使っ て結果 を出 した と しても ，おおも との 測

　り方 が間違 っ て い て はどうしよ うも な い の で ，ま ず

　きちん と した 自然な方法を作りたい と思います，も

　の を 測 る ［まか り に な っ て も い け な く て ，測 っ た も の

　にど うい う薫味があるのか とい うことを考えな けれ

　ばい けない で す その部分は後付け にな っ ていて ，

　現状で は で き て い ない 部分で す，今回 の シ ン ポジウ

　ムでいろいろな分野の方のこ意見
・
お考えを伺 っ て，
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高橋　色で 結ぶ美術と科学

　こ うい うと こ ろに理論が役に立 つ かと思いま した ．

浅野 　今園 と り あ げた褐色が目立 つ 絵画 に つ い て み て

　みますと，限 られた色のなかで ど こ を強調 した いか，

　同 じ色の な がでも変化があ っ て ，作家の 伝えたい こ

　とが画面上 にあ らわされ て いる と思います ，伝わ D

　にくい 部分もありますけれども ．たとえば ，色の彩

　度
・
明度を測 ることによ っ て作家の強調 したい とこ

　ろ が み え る て くる 可能性があ る の で はな い か
一

見

　灰色の画面 だけれ ども ，そ の中で強調 した い 部分が

　あ る ，そうい うこ とを研究す る可能性もあるか と思

　 い ま した ．

井上 　色 というのは絵再 のな か で 当然 の こ とと して扱

　われて い て ，わざわざ色がどうと い うことを記述 し

　な い ．そ うい う こ とで ，色 彩に 関する記述の グラ フ

　の棒が短くな っ て い る の か と思い ます．あと国際比

　較とい う観点で い い ます と ，どち らか と い うと中

　国
・
韓国は ，たとえば「明る い 絵が好き」とか 「こ うい

　 うもの が好き だ」と い うよ うな基準があ っ て ，それ に

　 作品を照 らし合 わせて記述 している とい う印象が し

　ま した ．それに対 して ，El本は ．た とえ ば 「色 の フ ィ

　リ
ー

ングが合 う作晶が好き」，「感覚的 にいいと思 っ

　たもの が好き」と い うように基 準があ ると い うより

　は 目分 がい いと思えばいい ，そうい う記述をす る人

　が多か っ た とうい う印象が強い です、これは ，別の話

　なので すけれ ども ，絵画作品 を運んで い っ たの です

　 けれ ども，重い で す し．税関で 大変で した ．そ こ で，

　データで持 っ てい けな いかと ，臨場感，テクス チ ュ

　 ア，大 きさ とかを全 部再現する こ とには限界が ある

　かも しれな い けれ ども 、色 は何とかな らな い かと い

　 う希 望 が あ ります ．ど こ に持 っ て い っ ても色 を 忠実

　 に再 現できる ，そ う い うシ ステムが早くできあ が っ

　 て くれると嬉しい で す．

粟 野　教育者と い う立場 で こ れ か ら の 創り 手 で あ る 若

　者 とどう対話 を して い くかとい う観 点でお話 をさせ

　 て い ただきま した．学生たち に話 しを して い る の は ，

　 コ ン ピ ュ
ー

タも含めて，身体の拡張 としての道具 ，使

　 い慣 れた道具があれ ば ，何 で も で きるとい う自信を

　 も っ て欲 しい とい うこ とです．絵画作品をみ て い る

　 と ，この画家は目信満々 で こ の絵を描いているな ，と

　 い うこ とが伝 わ っ て くる こ とが あ ります ，自信 をも

　 っ た うえで の 表れ と しで 、こ の絵が で き て い る とい

　 う感性を学生にも持 っ て欲しい と思 い ます ，

北畠　利根川進 とい うノ
ーベ ル賞 を受賞された科 学者

　 が 日本に帰られ た と き に さ れ た お 話が印象に 残 っ て
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　い ます，MITで は最先端の芸術家を教師 として迎えて

　い る ．何故な ら ば ，科学者の 直感 は 芸術家の 直感 と

　変わ らない高度な精 神活動だか ら．直感が働い た と

　き に はイメージが ぼや っ と して い て ，話葉にもな ら

　な い ，数式 にももちろ んな ら息 い 、そ うい う と きに

　自分な D にその方向に向か っ てア プ ロ
ー

チ してい く

　とぎ おそ らく科学者のその直感というのは，何か芸

　術にイメ
ージを仮託 して い る の で はな い か ．その 意

　味で は 、すば ら し い科学者とい うの はき っ とすば ら

　しい芸術家 とど こ か で 通 底する と こ ろがある ，とい

　う お 話 で す ，今の 芸 術と い う の は 、最先端の 科学を

　取 り入れたいという思 いもあ っ て，その結果 、テ クノ

　ロ ジー
ア
ート、メ ディア ア ートなどは こ れか らもどん

　どん進んで い く世界 かと思 い ます．そ の た め の 思考

　錯誤の
一

端を皆 さんが担 っ て いて 、違 う角度 であ り

　ながら目指 して い る ところは同 じか と、利根川先生

　がお っ しゃ るよ うな世界 を求めてい るの かと，そ う

　い う思い が しま した

小林 　美 とは何か ，真 理とは何か 、そう い うこ と が ど

　こ か にあ っ て ，そ れを求 めて いるの かと思 います ，

　数学はも う少 し形而上学的で ，誰もが脳のなか にも

　 っ て い る．美 もそ うだ と 思 い ま す．「何の た め に」と い

　うこ とは常に片隅にあ っ て、芸術活動はダイ レクトに

　感1生に結び つ い て い る か らそんなに心配な い と思う

　ので すけれ ども 、科学の 場合，
一

般の 人に は 間接的

　にひび くか ら慎重 に しな いとい けな いと思 います ，

　粟野先生の おっ しゃたようにち ょ っ と疑 っ て みた方

　がいいで す，色彩 にはなかなか結びつ か ない の で す

　けれ ども ，色 はみなさんの心のなかにあ っ て ，誰でも

　知 っ て い ま す ．説明 し な くて も い い で す ，で すか ら

　これは共通の こ と ばになる の かと思い ます．

鈴木　こ こ で フ ロ ア
ー

の方か らご質問をいただきたい

　 と 思 い ま す ．

質問者　本能的に絵を描きた い と い う描き方で はなく

　て ，色彩学とか い ろ い ろな科学 の 知識 を仕入れな い

　と ，人を出 し抜くよ うな絵画な り芸術作品が で きな

　 い時期なの で し ょ うか ？　それ とも ，そ うではな く

　て ，芸術とは本能的な創造能力の高い人が優れ て い

　るので しょ うか ？　 今回の お 話を聴くと ，サイ エ ン

　 ス とかそ ういう知識 がな いと芸術作品が つ くれない

　時期に き て い る の かな 、とい う印象を受けます ．そ

　の ことを確認 したい です．あ と，たとえ ば数学が で

　きて ，数学 の理論で絵の構成 を していいものを創 っ

　て も ，そ れ は も との 数学者が偉 い の で あ ：〕て ，や っ て
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　 いる人が偉い の で はな い ，そうい うい ろ い ろ な評価

　 の 仕方があるのかと思 い ます ．その辺 の 芸術作品 の

　 価値 尺度 をど こ にお くべ きか とい う こ とに つ い て 伺

　 えれ ばと思し、ます，

北畠　芸術の表現と い うの は ，まず は思い 入れ ，つ ま り

　何をやりた い のか と い う表現内容があ っ て ，そ れを

　 形にするために ，字にするのか絵にするの か と い う

　 表現技法があ りますね．そうい う意味で は，本能的

　 に絵を描 くの か ，あ るいは目新 しい技法のため か ら

　 入 っ て い くの か ，それ はやは り思 い の方が先にある

　 と私は思い ます．最近新聞 で ，ノ
ーベ ル賞をとられた

　 小柴 明俊先生 が ，こ んな質問 に こ ん な答え方を し た

　 とい う紹介が あ り ま し た ，

　「アイン シ ュ タイ ン と モ
ー

ツ ァ ル トとどち らか偉い

　 か ？」と い う質問をした人がい る ．そのときの答 えは，

　 「ア イ ン シ ュ タイ ン の相対性原理 はアイ ン シ ュ タイン

　 で な くて もい つ か誰かが こうい うこ とは思い つ いた

　 に違い ない ．と こ ろ が、モー
ツ ァ ル トは ，これは いつ

　 か 誰か 同 じもの を ，あれ を超 えるものを書 くこ とは

　 あ りえない ．それ はもう二 下関係か らい っ た らモ
ー

　 ツ ァ ル トの 方が上だ」と お っ しゃ っ た．とい うもので

　 す．やは り私は 思 い 入れ とい のが先 にあ りぎだ と思

　 います．

粟 野 　科学に も 芸術に も 人間 と い う L］が あ っ て，その

　山の山頂 にどう い うル
ー

トで辿 り着 くか ，その違 い

　だ と思い ます．科学的な方法で 人間と い う山に登ろ

　 う と す る の か 1芸術的 な思考方 法で人 間と い うもの

　を登ろ うとするのか ．つ まり最終的に上 にあるのは 、

　人間の理 解とい うこ とだと思い ます．その理解に至

　る 手段と い うも の を突然変異的な天才 的なひ らめき

　によ っ て ぱっ と掴み取る という方 もある で し ょ うし，

　 コ ツ コ ツ と先人達の 積み重ねを確認 しながらその う

　えに 立 っ て こ こ に到達 しま したというぶうに示す 方

　法もあ ると思 います．何をも っ て 芸術作品とい う の

　か は ，本当に わ か ら な く な る こ と が あ D ます 私 は

　至上の芸術は数学にある と 思 っ て いると こ ろがあ っ

　て ，数式と い う の は、とて も美しい ，完璧な美だと思

　い ま す 、一般に は ，数式 を み で 嫌な思 い 出 しか 浮 か

　ばな くて，あれを美 しいと思 っ て 見 る人 はいない か

　も しれない．で も ，若い 人が着るTシ ャ ツにアイン シ

　 ュ タ イ ン の 法則が の っ て い た りする と ．私は ピカ ソ

　とかゴ ッ ホの絵がプ リン トしてあるTシ ャ ツ よ りも素

　敵だな と思 っ て しま い ます で すか ら何をも っ て芸

　術かと い うのは本当にさまざまかと思います，それ
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　 か ら，こち らでの展覧会のな かにも含 まれ て くる か

　と思 い ますが ，テ クノ ロ ジーを駆使し た ，最先端 の 技

　術を使 っ たメデ ィ アア
ー

トとい うもの の中に ，実 は

　
L’
それは君が考えた こ と で はな い で し ょう

tt
と い もの

　がた くさ ん含まれて い ます．それは ，技術とか科学

　とかい うもの の結果を得なが ら ，ア
ー

テ ィス トが コ

　ーディネートをする ，翻訳 をしてわ か り易い形 で人

　に伝える とい う立場もあ り得るわけ で す．そ れは こ

　れ ま で の 画家たち と は違 う立場で のア
ー

ト，ア
ー

ト

　と い うもの自体 が遣 う立場 とい えます ．で すか ら ．

　何 も知識 がな くて も 作品 は 創れ ま す し ，知識があ っ

　てそれ を コ
ー

デ ィ ネ
ー

トして作 品 とする こ とはで ぎ

　る と思い ま す．

鈴木　本当はまだまだデイスカシ ョ ン を続けた い と こ

　ろなので すけれども 、残念 なが らも う時間が あ りま

　ぜん ここで このパネルディ ス カ ッ シ ョ ンを終わ ら

　せて いただき ます ．皆 さん ，あ りがと うご ざ い ま し

　た ．

謝辞 ：公開 シ ン ポジウムの音声の記 録をご提供いただ

くにあた り 1 国立新美術館の 室屋泰 三 氏には，開館準備

で こ 多忙 の 時期 に も か か わ ら ず 大変お世話 に な りま し

た，また、大住雅之民 （オフ ィ ス
・
カラ

ー
サイ エ ン ス ，

関西支部）には ．会場で の 撮影写真を ご提供い ただぎま

した ．厚く御礼申しあげます，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （終 り）
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